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第 1 章

Cisco Business Dashboardの概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Businessダッシュボードについて （1ページ）
•対象者（2ページ）
•関連資料（2ページ）
•用語（3ページ）
• Cisco Businessダッシュボードのシステム要件（4ページ）
• Cisco Businessダッシュボードプローブのシステム要件（5ページ）

Cisco Businessダッシュボードについて
Cisco Businessダッシュボードは、Cisco Businessネットワーク内のデバイスを監視および管理
するのに役立つツールを提供します。ネットワークを自動的に検出し、スイッチ、ルータ、ワ

イヤレスアクセスポイントなど、サポートされているすべてのデバイスを設定および監視でき

るようにします。また、ファームウェアアップデートのリリースや、保証対象外またはサポー

ト契約での対象外となったデバイスについても知らせます。

Cisco Businessダッシュボードは、以下に説明する 2つの個別のコンポーネントまたはアプリ
ケーションで構成される分散アプリケーションです。

ダッシュボード

ダッシュボードとも呼ばれる Cisco Businessダッシュボードは、ネットワーク内の便利な場所
にインストールされます。Dashboardのユーザーインターフェイスから、ネットワーク内のす
べてのサイトのステータスを大まかに把握したり、単一のサイトまたはデバイスに集中して、

そのサイトまたはデバイスに固有の情報を表示したりすることができます。

プローブ

プローブとも呼ばれる Cisco Businessダッシュボードプローブは、ネットワーク内の各サイト
にインストールされ、ダッシュボードに関連付けられています。Probeはネットワーク検出を
実行し、Dashboardに代わって各管理対象デバイスと直接通信します。
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特定のネットワークデバイスのサポートは、Dashboardと直接関連付けられ、プローブを介在
させずに管理されます。この方法でネットワークデバイスが管理されている場合、デバイスに

対してすべての管理機能を使用できますが、ネットワーク検出プロセスは、プローブを介在さ

せる場合と比較して検索範囲が狭くなることがあります。

（注）

対象者
このガイドは主に Cisco Businessダッシュボードソフトウェアのインストールと管理を担当す
るネットワーク管理者を対象としています。

関連資料
Cisco Businessダッシュボードのドキュメントは、多数の個別のガイドで構成されています。
これには次が含まれます。

•インストールガイド

次の表に、各種プラットフォームに展開できる Dashboardソフトウェアのすべてのインス
トールガイドを示します。詳細については、場所列に記載されているパスを参照してくだ

さい。

参照先サポートされるプ

ラットフォーム

このマニュアルUbuntu Linux
（Dashboardおよび
Probe）および
Raspbian Linux
（Probeのみ）

CiscoBusinessDashboardおよびProbeインストールガイド（Amazon
Web Services用）

Amazon Web Services

Cisco Business Dashboardおよび Probeインストールガイド（Oracle
VirtualBox用）

Oracle VirtualBox

CiscoBusinessDashboardおよびProbeインストールガイド（Microsoft
Hyper-V用）

Microsoft Hyper-V

CiscoBusinessDashboardおよびProbeインストールガイド（VMware
用）

VMware vSphere、
ワークステーショ

ン、およびフュー

ジョン
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•クイックスタートガイド：最も一般的に選択されるオプションを使用した Cisco Business
ダッシュボードの初期セットアップ方法について詳しく説明します。『CiscoBusinessダッ
シュボードおよび Probeクイックスタートガイド』を参照してください。

•アドミニストレーションガイド：このソフトウェアが提供するすべての機能とオプション
に関する詳細およびそれらの設定方法と使用方法を示すリファレンスガイドです。『Cisco
Business Dashboard Administration Guide』を参照してください。

•デバイスサポートリスト：このリストには、Cisco Businessダッシュボードでサポートさ
れるデバイスの詳細と、各デバイスタイプで利用可能な機能が記載されています。Cisco
Businessダッシュボードでサポートされるすべてのデバイスのリストについては、『Cisco
Business Dashboard - Device Support List』を参照してください。

用語

説明用語

Microsoft Corporationによって提供されている仮想化プラットフォーム。Hyper-V

1つ以上の仮想マシンが OVF形式で格納された TARアーカイブ。仮想マ
シン（VM）をパッケージ化および配布するための、プラットフォームに
依存しない手段です。

OpenVirtualization
Format（OVF）

次のファイルを含むパッケージは、仮想マシンの説明に使用され、.TAR
形式のパッケージングにより 1つのアーカイブに保存されます。

•記述子ファイル（.OVF）

• Manifest（.MF）および証明書ファイル（任意）

Open Virtual
Appliance/Application
（OVA）ファイ
ル

Raspberry Pi財団によって開発された、極めて低コストのシングルボード
コンピュータ。詳細については、https://www.raspberrypi.org/を参照してく
ださい。

Raspberry Pi

正式には Raspbianとして知られる Raspberry Pi OSは、Raspberry Pi用に最
適化された、Debianベースの Linuxディストリビューションです。詳細に
ついては、https://www.raspberrypi.org/software/ [英語]を参照してください。

Raspberry Pi OS

Oracle Corporationによって提供されている仮想化プラットフォーム。VirtualBox

ハードドライブの完全な内容を格納するためのディスクイメージファイ

ル形式。

Virtual Hard Disk
（VHD）

ゲストオペレーティングシステムと関連するアプリケーションソフトウェ

アが動作可能な、仮想コンピューティング環境。同一のホストシステム上

で同時に複数の VMを実行できます。

仮想マシン

（VM）
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説明用語

VMWare Inc.によって提供されている仮想化プラットフォーム。• VMWare
ESXi

• VMWare V5

• vSphere
Server

• VMWare
Workstation

任意のWindows PCから vCenter Serverまたは ESXiに、ユーザーがリモー
ト接続できるようにするユーザーインターフェイス。vSphere Clientのプ
ライマリインターフェイスを使用して、VM、そのリソース、およびホス
トの作成、管理、およびモニターを行うことができます。VMへのコンソー
ルアクセスも提供します。

vSphereクライア
ント

仮想マシンモニターまたは VMMとも呼ばれ、仮想マシン（VM）を作成
して実行するソフトウェアです。ハイパーバイザでは、メモリや処理など

のリソースを仮想的に共有することで、1台のホストコンピュータで複数
のゲスト VMをサポートできます。

ハイパーバイザ

オンデマンドのクラウドコンピューティングプラットフォームです。Amazon Web
Services（AWS）

サイバーセキュリティ攻撃の 99.9%からユーザーを保護するために、シン
グルサインオンと多要素認証を提供するクラウドベースの IDおよびアク
セス管理サービスです。

Microsoft Azure
Active Directory

Cisco Businessダッシュボードのシステム要件
CiscoBusinessダッシュボードは、UbuntuLinuxディストリビューションで使用するインストー
ラとして配布されます。

Ubuntu Linuxで Cisco Businessダッシュボードを実行するには、 64ビットのインテルアーキ
テクチャプラットフォームで次の Ubuntu Long Term Support（LTS）リリースのいずれかを実
行している必要があります。

• Ubuntu 16.04 Xenial Xerus（Cisco Business Dashboardバージョン 2.2.xおよび 2.3.x）

• Ubuntu 20.04 Focal Fossa（Cisco Business Dashboardバージョン 2.3.x以降）

シスコでは、Ubuntuサーバディストリビューションを使用すること、および Cisco Business
ダッシュボードで必要となるパッケージのみをインストールすることをお勧めします。

以下の表に、管理下のデバイス数に基づいて Cisco Businessダッシュボードに必要となるコン
ピューティングリソースを示します。
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表 1 : Cisco Businessダッシュボードのコンピューティングリソース要件

ディスク容量RAMvCPU数サポート対象デバイス

数

60 GB4GB2最大 300

60 GB24 GB12最大 2500台

Cisco BusinessダッシュボードはWebユーザーインターフェイスを通じて管理されます。この
インターフェイスを使用するには、以下のいずれかのブラウザが必要です。

• Apple Safari（MacOSのみ）：2つの最新メジャーバージョン

• Google Chrome：最新バージョン

• Microsoft Edge：2つの最新メジャーバージョン

• Mozilla Firefox：最新バージョン

Safariを使用している場合は、Cisco Businessダッシュボードプローブからの証明書が [Always
Trust]に設定されていることを確認します。そうでないと、セキュアWebソケットの使用に依
存する特定の機能が失敗することが予期されます。これは、Safari Webブラウザの制限です。

（注）

ネットワークで、Cisco Businessダッシュボードプローブのすべてのインスタンスが Cisco
Businessダッシュボードとの TCP接続を確立できる必要があります。使用するポートおよび
プロトコルの詳細については、『CiscoBusinessダッシュボードおよびProbeクイックスタート
ガイド』の「よく寄せられる質問」を参照してください。

Cisco Businessダッシュボードプローブのシステム要件
Cisco Businessダッシュボードプローブ次のオペレーティングシステムで使用するインストー
ラとして配布されます。

• 64ビットインテルアーキテクチャプラットフォームで実行するUbuntu Linuxディストリ
ビューション

• Raspberry Piで実行する Raspberry Pi OS（旧 Raspbian）の Linuxディストリビューション

Ubuntu Linuxオペレーティングシステムで Cisco Businessダッシュボードプローブを実行する
には、ご使用の環境が次の要件を満たしている必要があります。

• Ubuntu 16.04 Xenial Xerus（Cisco Business Dashboard Probeバージョン2.2.xおよび2.3.x）

• Ubuntu 20.04フォーカルフォサ（Cisco Business Dashboardプローブバージョン2.3.x以降）

• CPU：64ビットインテルアーキテクチャ X 1
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•メモリ：512 MB

•ディスク領域：5 GB

Raspberry Piオペレーティングシステムで Cisco Businessダッシュボードプローブを実行する
には、お使いの環境が次の要件を満たしている必要があります。

•ハードウェア：Raspberry Pi 3モデル B/B+または Raspberry Pi 4モデル B

•ディスク領域：5 GB

• OS：Raspberry Pi OS（旧Raspbian）バスター

Cisco BusinessダッシュボードプローブはWebユーザーインターフェイスを通じて管理されま
す。このインターフェイスを使用するには、以下のいずれかのブラウザが必要です。

• Apple Safari（MacOSのみ）：2つの最新メジャーバージョン

• Google Chrome：最新バージョン

• Microsoft Edge：2つの最新メジャーバージョン

• Mozilla Firefox：最新バージョン

Cisco Businessダッシュボードプローブは、次の要件を満たしているネットワークデバイスを
監視し、それらにアクセスします。

• Probeを実行している PCと同じサブネットに存在するか、管理対象デバイスに直接接続
され、TCP/IPを介して到達可能である必要があります。

• Cisco BusinessまたはCisco Small Business 100～ 500シリーズデバイスである必要がありま
す。

Cisco Business Dashboardおよび Probeインストールガイド（Linux用）
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第 2 章

Cisco Business Dashboardのインストール

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Business Dashboardソフトウェアの取得および検証（7ページ）
• Ubuntu Linuxへの Cisco Business Dashboardのインストール（7ページ）
• Ubuntu Linuxからの Cisco Business Dashboardの削除（8ページ）

Cisco Business Dashboardソフトウェアの取得および検証
CiscoBusinessダッシュボードは、UbuntuLinuxディストリビューションで使用するインストー
ラとして配布されます。Linuxインストーラを取得するには、https://www.cisco.com/jp/go/cbd-sw
にアクセスしてください。お使いのオペレーティングシステムのバージョンに適したインス

トーラを選択してください。

Linuxインストーラはシスコで署名されており、ソフトウェアが改ざんされていないことが保
証されています。Linuxインストーラでは、インストール前とインストール中にパッケージの
暗号化署名が自動的に検証されます。署名の検証に失敗すると、エラーが報告され、インス

トールプロセスが中止されます。署名の検証は、CiscoBusinessダッシュボードアプリケーショ
ンによって自動アップグレードが実施される場合にも実行されます。

Ubuntu Linuxへの Cisco Business Dashboardのインストー
ル

CiscoBusinessダッシュボードソフトウェアを取得したら、次の手順でインストールできます。

1. アプリケーションをホストできる稼働中の Ubuntu Linux環境があることを確認します。
UbuntuLinuxのセットアップについては、UbuntuLinuxのマニュアル（https://help.ubuntu.com/
[英語]）を参照してください。開始するにあたってチュートリアル
（https://ubuntu.com/tutorials/install-ubuntu-server [英語]）が役に立つ場合があります。

2. Ubuntu Linux PCにインストーラファイルをコピーします。
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3. sh <インストーラのファイル名>コマンドを使用してインストーラを実行します。たとえ
ば、sh cisco-business-dashboard-2.3.0-ubuntu-focal-amd64.shです。必要
に応じて、sudoプロンプトでパスワードを入力します。

インストールプロセスが完了すると、Cisco Businessダッシュボードアプリケーションが自動
的に起動します。アプリケーションの利用方法および初期設定方法の詳細については、『Cisco
Business Dashboardクイックスタートガイド』を参照してください。

Ubuntu Linuxからの Cisco Business Dashboardの削除
Dashboardの設定を維持したまま、Ubuntuシステムから Cisco Businessダッシュボードおよび
そのすべての依存関係を削除するには、次の操作を実行します。

1. コンソールまたは SSHを使用して、オペレーティングシステムにログオンします。

2. コマンド sudo apt-get autoremove cisco-business-dashboardを入力して、プ
ロンプトの指示に従います。

UbuntuシステムからCisco Businessダッシュボードおよびその依存関係と設定を完全に削除す
るには、次の操作を実行します。

1. コンソールまたは SSHを使用して、オペレーティングシステムにログオンします。

2. コマンド sudo apt-get --purge autoremove cisco-business-dashboardを入
力して、プロンプトの指示に従います。
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第 3 章

Cisco Business Dashboard Probeのインス
トール

Cisco Businessダッシュボードプローブのインスタンスは、管理対象のネットワーク内のサイ
トごとに必要です。Probeはネットワークを検出し、検出したデバイスからパフォーマンスお
よび設定データを収集して Dashboardにその情報をレポートします。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Business Dashboard Probeソフトウェアの取得および検証（9ページ）
• Ubuntu Linuxへの Cisco Business Dashboardのインストール（10ページ）
• Raspberry Piへのインストール（10ページ）
• Ubuntuまたは Raspbian Pi OSからの Cisco Business Dashboardの削除（11ページ）

Cisco Business Dashboard Probeソフトウェアの取得およ
び検証

Cisco Businessダッシュボードプローブは仮想マシンイメージとして配布され、また、次のオ
ペレーティングシステムで使用するインストーラとして配布されます

•インテルアーキテクチャを搭載した PCで実行する Ubuntu Linuxディストリビューション

• Raspberry Piで実行する Raspberry Pi OS（旧 Raspbian）の Linuxディストリビューション

Linuxインストーラを取得するには、https://www.cisco.com/jp/go/cbd-swにアクセスしてくださ
い。お使いのオペレーティングシステムのバージョンに適したインストーラを選択してくださ

い。

Linuxインストーラはシスコで署名されており、ソフトウェアが改ざんされていないことが保
証されています。Linuxインストーラでは、インストール前とインストール中にパッケージの
暗号化署名が自動的に検証されます。署名の検証に失敗すると、エラーが報告され、インス

トールプロセスが中止されます。署名の検証は、Cisco Businessダッシュボードプローブアプ
リケーションによって自動アップグレードが実施される場合にも実行されます。
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Ubuntu Linuxへの Cisco Business Dashboardのインストー
ル

Cisco Businessダッシュボードプローブソフトウェアを取得したら、次の手順でインストール
できます。

1. アプリケーションをホストできる稼働中の Ubuntu Linux環境があることを確認します。
UbuntuLinuxのセットアップについては、UbuntuLinuxのマニュアル（https://help.ubuntu.com/
[英語]）を参照してください。開始するにあたってチュートリアル
（https://ubuntu.com/tutorials/install-ubuntu-server [英語]）が役に立つ場合があります。

2. Ubuntu Linux PCにインストーラファイルをコピーします。

Linuxシステムのネットワークインターフェイスは、1つ以上のネットワークデバイス用
の管理インターフェイスが含まれている VLANに接続されている必要があります。Probe
が 1つ以上のネットワークデバイスに直接接続されていない場合、ネットワークを完全に
検出できません。

3. sh <インストーラのファイル名>コマンドを使用してインストーラを実行します。たとえ
ば、sh cbd-probe-2.3.0-ubuntu-focal-amd64.signed.shです。必要に応じて、
sudoプロンプトでパスワードを入力します。

インストールプロセスが完了すると、Probeアプリケーションが自動的に起動します。アプリ
ケーションの利用方法および初期設定方法の詳細については、『Cisco Businessダッシュボー
ドクイックスタートガイド』を参照してください。

Raspberry Piへのインストール
Cisco Businessダッシュボードプローブソフトウェアを取得したら、次の手順でインストール
できます。

1. https://www.raspberrypi.org/software/から Raspberry Pi OS（旧Raspbian）イメージをダウン
ロードします。Probeのパフォーマンスを最大化する場合は、「lite」イメージを推奨しま
す。

2. インストールガイド
（https://www.raspberrypi.org/documentation/installation/installing-images/README.md [英語]）
を利用して、Raspberry Piを準備します。

3. Cisco Businessダッシュボードプローブ Raspberry Pi OSインストーラファイルを Raspberry
Piにコピーします。

RaspberryPiのネットワークインターフェイスは、1つ以上のネットワークデバイス用の管
理インターフェイスが含まれている VLANに接続されている必要があります。Probeが 1
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つ以上のネットワークデバイスに直接接続されていない場合、ネットワークを完全に検出

できません。

4. sh <インストーラのファイル名>コマンドを使用してインストーラを実行します。たとえ
ば、sh cbd-probe-2.3.0-raspbian-buster-armhf.signed.shです。必要に応じ
て、sudoプロンプトでパスワードを入力します。

インストールプロセスが完了すると、Probeアプリケーションが自動的に起動します。アプリ
ケーションの利用方法および初期設定方法の詳細については、『Cisco Business Dashboardク
イックスタートガイド』を参照してください。

Ubuntuまたは Raspbian Pi OSからの Cisco Business
Dashboardの削除

Probeの設定を維持したまま、Ubuntuまたは Raspbian Pi OSシステムから Cisco Businessダッ
シュボードプローブおよびそのすべての依存関係を削除するには、次の操作を実行します。

1. コンソールまたは SSHを使用して、オペレーティングシステムにログオンします。

2. コマンド sudo apt-get autoremove cisco-business-dashboard-probeを入力
して、プロンプトの指示に従います。

Ubuntuまたは Raspbianシステムから、Cisco Businessダッシュボードプローブおよびその依存
関係と設定を完全に削除するには、次の操作を実行します。

1. コンソールまたは SSHを使用して、オペレーティングシステムにログオンします。

2. コマンドsudo apt-get --purge autoremove cisco-business-dashboard-probe
を入力して、プロンプトの指示に従います。
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